
第６学年２組 社会科学習指導案

平成１８年１１月１７日（金）第２校時

長く続いた戦争と人々の暮らし１ 単元名

２ 単元の目標

・日中戦争から第二次世界大戦に至る歴史に関心を持ち，資料館や博物館などを活用

したり，語り部さんの話や戦争を知っているお年寄りに話を聞いたりしながら，進ん

で調べようとしている （関心・意欲・態度）。

・見学したことや調べたことをもとに，日中戦争から第二次世界大戦に至る歴史につい

て，戦争の実態と平和の尊さについて考えることができる （思考・判断）。

・資料館や博物館などを見学したり，写真，地図，年表，手記などの各種資料を効果的

に活用したり，調べたことを目的に応じてノートや作品にまとめることができる。

（技能・表現）

・我が国が戦時体制に移行したことや，敗戦によって国民が大きな被害を受けたことが

， 。分かるとともに アジア・太平洋の諸国・諸地域に大きな損害を与えたことが分かる

（知識・理解）

３ 単元について

前単元では，我が国が戦争に勝利し，台湾や満州に力を伸ばしていったこと，韓国併合

や重工業の発達により国力を充実し，国際的地位が向上していったこと，我が国の近代化

に貢献した先人の努力などについて学習してきた。

本単元では，日中戦争から第二次世界大戦に至る歴史や，我が国が戦時体制に移行した

こと，敗戦によって国民が大きな被害を受けたことを学習する。満州事変から日中戦争，

太平洋戦争と世界に戦争が広がっていったことや，それに伴い戦争中は人々の生活が制限

され，国民が苦難を強いられたこと，また戦争末期には，国内各地が空襲で焼かれたり，

原爆が投下されたりするなど，大きな被害を受けて降伏したことをとらえさせることが大

切である。さらに，平和を尊ぶ日本国民の一人として，二度と戦争の惨禍を繰り返すこと

がないように努力しようとする心情を育てることが必要であると考える。

また本単元は，中学校の社会科学習『二度の世界大戦と日本』の学習に繋がり 「日本，

の中国侵略 「日中全面戦争 「第二次世界大戦 「アジア・太平洋での戦い 「戦争」， 」， 」， 」，

の終結」についてさらに詳しく学習していくことになる。

４ 児童について

男子１５名，女子１６名，計３１名のクラスである。

本単元に関わる「戦争」に対する意識や社会科の学習について調べたところ、次のよう

な結果であった。

『太平洋戦争を知っていますか 」という質問に対して 「知っている」(２人) 「聞い。 、

」（ ）「 」（ ） 。たことはあるが詳しくは知らない ２４人 全く知らない ５人 という結果である

知っている言葉としてあげたものは，真珠湾攻撃，神風特攻隊，ミッドウェイ海戦，原爆



投下などであった。児童には，興味・関心や知識に個人差がある。また，戦争が起こった

経緯や戦争中の生活については，断片的な知識しかない児童が多い。全体的に意欲的に社

会科学習に取り組む児童が多い反面，過去の出来事として歴史学習そのものに興味をもっ

ていない児童も数名いる。

語り部さんとの学習については，三年生の時に国語科「ちいちゃんのかげおくり」や社

会科「むかしのくらし」の戦争に関わる教材で，地域の高齢者から戦時中の人々のくらし

についてお話を聞き，日本が負けたこと，食べ物が少なくて苦しかったこと，空襲でたく

さんの人が亡くなったことなどを聞くことを通して，自分のこととして共感できた。

また，一人一人が自分の学習課題を設定し学習をする方法は，前単元でも取り入れてい

るが，興味をもって取り組んでいた。社会科の学習が苦手と感じている児童の中には，資

料の読み取りのポイントがおさえられず，難しいと感じている児童が多い。

５ 指導について

児童は、６年生から日本の歴史を学習している。歴史学習におもしろさを感じ，興味・

関心をもてるようにすること，正しい知識を身につけること大切にしてこれまで学習を進

めてきた。

中学校へ向けて，社会科学習をスムーズに移行させるために，中学校の先生との話し合

いや共同授業を通して小中の連携を図ってきた。話し合いの中で出された中学校の要望を

参考にしながら，次のような授業作りに取り組んできた。

①課題の持たせ方

単元の学習の始めに当たっては，単元全体を通した課題を設定し，時代の大きな変化を

つかませていきたい。さらに一人一人が自分なりの課題を設定し学習を進めていく。個々

が課題を持つことにより，児童により興味・関心を持たせることができると考える。さら

に，それらの課題をいくつかに集約し，授業の追求課題としていきたい。

②体験を取り入れて

学習にあたっては，できるだけ体験を重視した学習に取り組んでいる。これまでにもい

ろいろな体験を通した学習を進めている。例えば 「聖武天皇と奈良の大仏」では，模造，

紙を使って，実際の大きさの大仏を作ることをしたり，室町時代の学習では，雪舟の墨絵

を実際に描いたりしている。総合的な学習では，郷土歴史博物館の福井空襲コーナーで，

焼夷弾を直接持つ体験を通し，戦争の悲惨さを感じることができた。

さらに，今回の学習では，課題設定の時や検証の時に，語り部さんから福井空襲の話を

聞いたり，戦争中の生活について聞いたりする活動を取り入れる。このことにより，戦争

をより身近なものとしてとらえながら学習していく手だてとしたい。

③資料について

中学校の先生との協同授業では，専門性を活かし，資料を見るときのポイントを具体的

に指導してもらった。本時においても，課題作りをしやすいように，また興味・関心をも

たせやすいように資料の精選を行い，教育機器を効果的に利用したい。



（全６時間配当）本時（１／６）６ 指導計画

時 学習内容 ねらい 関 思 表 知 評価基準

１ 福井空襲と日 福井空襲を通して， ○ ◎ （関心・意欲・態度）

本の歩み 戦争の悲惨さを感じ （技能・表現）

ることができると同 語り部さんの話や戦争

時に，戦争へと歩み の様子が分かる資料を

出し敗戦を迎える日 見ることを通して，自

本について，学習課 分なりの学習課題を設

題を設定することが 定することができる。

できる。

２ 中国との戦争 中国との戦争の様子 ◎ （技能・表現）

が広がる を調べ，日本軍が中 地図，年表などを効果

国の人々に大きな被 的に活用し，日中戦争

害を与えたことや， の原因と広がりを調べ

中国の人々の抵抗の ることができる。

戦いを調べ，日中関 ◎ （思考・判断）

係を考えることがで 日中戦争で侵略を受け

きる。 た中国の人々の生活や

気持ちを考えることが

できる。

３ 世界に広がっ 日本がアジアや太平 ◎ （関心・意欲・態度）

た戦争 洋に戦場を広げなが アジア全図，世界地図

らアメリカやイギリ を用意する。それぞれ

スなどと戦った様子 の国の大きさや位置な

やその理由を考える どを理解させる。

ことができる。 ◎ （技能・表現）

地図，年表などを効果

的に活用し，太平洋戦

争の原因と広がりを調

べることができる。

◎ （思考・判断）

日本の戦争拡大の様子

や侵略を受けたアジア

の人々の気持ちを考え

ることができる。

４ 戦争中の人々 当時の資料や戦争に ◎ ○ （関心・意欲・態度）

の生活を調べ ついて知っている方 （技能・表現）

る からの聞き取りや調 戦争中の国民の生活に

（
本
時
）



査などから，戦争中 関心を持ち，語り部さ

のくらしは制限の多 んの話や各種資料を効

い苦しいものであっ 果的に活用し，意欲的

たことを理解するこ に調べることができ

とができる。 る。

◎ （知識・理解）

戦争による国民生活へ

の影響を理解すること

ができる。

５ 空襲で日本各 空襲の被害について ◎ （知識・理解）

地の都市が焼 調べ，長引く戦争の 戦争が長引くにつれ

かれる 中で日本は敗北を重 て，空襲が大都市から

ね，各地でたくさん 日本各地に広がり，た

の人が犠牲になった くさんの人が犠牲にな

ことを理解すること ったことについて記述

ができる。 している。

６ 原子爆弾の投 戦争終結に至る過程 ◎ （技能・表現）

下と戦争の終 について調べ，戦争 沖縄戦，広島・長崎の

わり についてわかったこ 被害について，写真や

とや考えたこと，感 文章から読み取り，戦

想などをまとめるこ 争の悲惨さをまとめて

とができる。 いる。

○ ◎ （関心・意欲・態度）

（思考・判断）

平和な日本に生きる一

人として，戦争に対す

る自分の考えをまとめ

ている。

７ 本時の目標

語り部さんの話や，時代背景の分かる資料を通して，アジア・太平洋での戦争，戦争

中の人々の生活について，学習課題を設定することができる。

８ 準備物

ワークシート，課題を書くための紙，写真（東京大空襲，福井空襲，原爆，

， ， ， ）， ，ナンキン入城 真珠湾攻撃 ぜいたくはできないはずだ 八幡製鉄所 スクリーン

プロジェクター，デジタルコンテンツ，図（戦場となったアジア・太平洋の地域）



９ 本時の展開

学習活動 支援（・）と評価（☆）

○日清・日露戦争後の日本の様子を年表 ・八幡製鉄所の写真を見せながら，前時ま

でふり返る。 でに学習してきた，日本の様子をふり返

・日清戦争で勝利して，領土を拡大した り，国力が大きくなってきたこと，世界

り，多くの賠償金を手に入れた。 に歩み出してきたことを確認させる。

・日露戦争で勝利して，日本の世界にお

ける地位が向上した。

， ，・条約改正により 関税自主権が回復し

輸出が伸び，国内の工業が発展した。

・北里柴三郎や野口英世など国際社会で

活躍する人が出てきた。

○福井空襲の写真を見て，気がついたこ

とを発表する。

・建物が壊されている。

・空襲されて，焼け野原になっている。

・福井空襲や戦争中の生活の様子について

○語り部さんから話を聞く。 実体験を中心に話をしてもらう。

・福井空襲の被害の様子，恐ろしさ，悲

惨さ ・メモをとりながら，話を聞くようにさせ

・戦争中の生活の様子 る。

☆戦争中の生活に関心を持ち，意欲的に聞

こうとしているか。

（ ）ワークシート・行動観察

， ，○空襲が国内各地であったことを確認 ・国力が大きくなってきた日本が その後

し，日本中が焼け野原になったことを 空襲を受け，焼け野原になったことを知

， 。知る。 り 日本の大きな変化に疑問をもたせる

・時代の大きな流れを意識させるために，

単元全体を通した課題を提示する。

○予想する。

・戦争をしたため。

・アメリカの空襲を受けたため。

○写真を見ながら，自分なりの学習課題 ・学習課題づくりの手助けになるように，

をつくる。 写真を提示したり，デジタルコンテンツ

をプロジェクターで映したりする。

なぜ，日本は焼け野原になってしまったのだろう。



・語り部さんの話も参考にして課題を設定

させる。

・紙に書いた課題を，テーマごとに黒板に

貼っていくようにさせる。

☆自分なりの学習課題を設定することがで

（課題カード）きたか。

○今後の学習の見通しを知る。 ・児童が作った課題を確認し，次時からの

授業中で解決したり，自分で調べたりし

て課題を解いていくことを伝える。

反省10

ご高評11

中国との戦争

・なぜ戦争が始まったのか。

・結果はどうなったのか。

・どのような戦争だったのか。

世界に広がった戦争

・どうしてアメリカと戦ったの

か。

。・戦争はどこまで広がったのか

・なぜ，広がったのか。

・結果はどうなったのか。

・どのような戦争だったのか。

空襲，戦争の終わり

・空襲では，どれくらいの死者

が出たのか。

・どのようにして戦争は終わっ

たのか。

戦争中の生活の様子

・戦中の学校生活はどのようだ

ったのか。

・どんな服を着ていたのか。

・何を食べていたのか。

・なぜ，贅沢はできなかったの

だろう。


